
 

この4月に入学した1年生を迎える「1年生を迎える会」が

行われました。6年生の子ども達と手をつないで入場する１年

生は照れながらも嬉しそうでした。１年生からは歌の発表があ

りました。終わった後に感想を聞くと、「恥ずかしかったけど、

楽しかった～。」と。まだ始まって２週間程ですが、どの学年の

子ども達も、1つ大きくなって張り切っています。 

市之倉小学校は、明治６年８月に永明寺に校舎

を建て、広見義校と称し、養正小学校の分校とし

て開校され、本年度が創立１５０周年の年になり

ます。それを記念して、いくつかの記念事業を計

画しています。子どもたち、保護者・地域の皆さ

んと共にお祝いができたらと考えています。記念

事業が決まり次第、お知らせをしますので、万障

お繰り合わせの上、ご参加ください。 

 ５月2７日 9時     市之倉体育授業参観 

13時30分  人文字撮影 

 6月30日 10時45分 クラシック音楽会 

７月 7日 午後     風船飛ばし 
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挑戦する子どもたちを応援するための「比べない」 
 

「今日の心の天気は晴れです。どうしてかというと、今日は話合いがあるからです。」 

「話合いがあることが、どうして晴れなの？」 

「企画係として、記録をやることが楽しみだからです。」（６年生の心の天気交流より） 
 

 「先生、今日の放送の練習を聞いてください。」と、登校中に見回りをしている私に声をかける

５年生の子。子どもたちは、新しい学年や係活動に対して、意欲的に挑戦し、前向きに取り組ん

でいます。 

この子どもたちの思いや姿が続いていくといいなと思っています。そのためには…。 
 

先日、サッカー日本代表森保一監督が、「スランプに陥ったとき、どう立ち直ったか」という質

問に対して、こう答えていました。 

「自分がやっているプロセスを自分自身が認めること」 

「自分にフォーカスして、自分自身が納得することを続けること」 

そして、「人と比べず、自分を大切にする」と話していました。 
 

 ついつい人と比べて子どもたちを見てしまいがちですが、子どもたちが「自分」にフォーカス

できるように、「比べない」ことを、大切にしていきたいと思っています。 

 ５月８日、５類に移行することで、変
更する点があります。よろしくお願いし
ます。 
 校外学習（修学旅行、宿泊研修、社会科･

生活科見学）については、同意書はとり

ません。参加について何かあれば、事前

に担任までお知らせください。尚、当日

欠席の場合も、必要費用を集金させてい

ただきます。 

 健康チェックカードは、５月７日までは

今まで通りです。それ以降については、

今後お知らせをさせていただきます。 


